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平成３０年１１月１５日

９ 月 定 例 会

◆平成２９年度直方市一般会計、特別会計の歳入
　歳出決算を認定

◆直方市太陽光発電設備設置事業に関する条例を
　制定

９ 月 定 例 会 に 提 出 さ れ た 議 案 と そ の 結 果

８ 月 臨 時 会 に 提 出 さ れ た 議 案 と そ の 結 果

【報　　告】

報告第１１号
専決処分事項の報告について（市営住宅家賃滞
納に係る民事調停）

※ 報告

報告第１２号
専決処分事項の報告について（市営住宅明渡し
等に係る訴えの提起）

報告第１３号
専決処分事項の報告について（道路災害に係る
損害賠償の額を定めること）

【そ の 他】 ※ 原案可決

議案第５９号
工事請負契約の締結について（直方市汚泥再生
処理センター建設工事）

【報　　告】

報告第１４号
専決処分事項の報告について（道路災害に係る
損害賠償の額を定めること）

※ 報告

報告第１５号 継続費精算報告書について（直方市一般会計）

報告第１６号
平成 29 年度直方市の財政の健全化判断比率に
ついて

報告第１７号
平成 29 年度直方市上頓野産業団地造成事業特
別会計の資金不足比率について

報告第１８号
平成 29 年度直方市公共下水道事業特別会計の
資金不足比率について

報告第１９号
平成 29 年度直方市農業集落排水事業特別会計
の資金不足比率について

報告第２０号
平成 29 年度直方市水道事業会計の資金不足比
率について

報告第２１号
平成 29 年度直方市教育委員会の権限に属する
事務の管理及び執行の状況についての点検及び
評価について

【決　　算】※ 認定

議案第６０号
平成 29 年度直方市一般会計歳入歳出決算の認
定について

議案第６１号
平成 29 年度直方市国民健康保険特別会計歳入
歳出決算の認定について

議案第６２号
平成 29 年度直方市同和地区住宅資金貸付事業
特別会計歳入歳出決算の認定について

議案第６３号
平成 29 年度直方市介護保険特別会計歳入歳出
決算の認定について

議案第６４号
平成 29 年度直方市後期高齢者医療特別会計歳
入歳出決算の認定について

議案第６５号
平成 29 年度直方市上頓野産業団地造成事業特
別会計歳入歳出決算の認定について

議案第６６号
平成 29 年度直方市公共下水道事業特別会計歳
入歳出決算の認定について

議案第６７号
平成 29 年度直方市農業集落排水事業特別会計
歳入歳出決算の認定について

議案第６８号
平成 29 年度直方市水道事業会計剰余金の処分
及び決算の認定について

※ 認定及び可決 【そ の 他】 ※ 原案可決

議案第７８号 市道路線の認定について

【条　　例】※ 原案可決

議案第６９号
直方市職員の自己啓発等休業に関する条例の一
部を改正する条例について

議案第７０号 直方歳時館条例の全部を改正する条例について

議案第７１号
ユメニティのおがた条例の全部を改正する条例
について

議案第７２号
直方市立図書館条例の全部を改正する条例につ
いて

議案第７３号 直方市美術館条例の全部を改正する条例について

議案第７４号
直方市石炭記念館条例の全部を改正する条例に
ついて

議案第７５号
直方市竜王峡キャンプ村施設条例の全部を改正
する条例について

議案第７６号
直鞍産業振興センター設置条例の全部を改正す
る条例について

議案第７７号
直方市太陽光発電設備設置事業に関する条例の
制定について

議案第８１号 平成 30 年度直方市一般会計補正予算（第２号）

議案第８２号
平成 30 年度直方市国民健康保険特別会計補正
予算（第２号）

議案第８３号
平成 30 年度直方市後期高齢者医療特別会計補
正予算（第１号）

【予　　算】※ 原案可決

議案第８４号
平成 30 年度直方市水道事業会計補正予算（第
１号）

【人　　事】※ 原案同意

議案第８０号 人権擁護委員の推薦について

議案第７９号
直方市監査委員の選任につき同意を求めること
について

※ 原案可決



平
成
29
年
度
直
方
市
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
（
総
合
政
策
部
）

　「
ふ
る
さ
と
納
税
」、「
若
者

の
夢
を
か
な
え
る
補
助
金
」
の

２
点
に
つ
い
て
主
に
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
１
点
目
の
ふ
る
さ
と

納
税
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年

度
に
比
べ
て
件
数
・
寄
附
額
が

と
も
に
減
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
要
因
と
改
善
策
に
つ

い
て
質
疑
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
所
管
課
か

ら
、
こ
れ
ま
で
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
趣
旨
に
の
っ
と
っ
た
事
業

を
展
開
し
て
き
た
が
、
返
礼
品

競
争
の
過
熱
に
よ
り
、
本
市
が

取
り
残
さ
れ
た
状
況
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況

を
受
け
、
品
目
数
の
増
加
や
返

戻
率
の
見
直
し
、
ま
た
、
イ
ン

２
のおがた議会だより

　
　

委
員
会

　
　
　
　

の
審
査

　

各
常
任
委
員
会
は
、
９
月

28
日
に
開
催
さ
れ
、
付
託
さ

れ
た
議
案
に
つ
い
て
審
査
し

ま
し
た
。

　

そ
の
主
な
内
容
で
す
。

総
務
常
任
委
員
会

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
付
サ
イ

ト
を
増
や
す
な
ど
の
対
応
を
行

っ
て
き
た
結
果
、
現
在
で
は
、

順
調
に
寄
附
額
も
増
え
て
き
て

い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。

　
次
に
、
２
点
目
の
若
者
の
夢

を
か
な
え
る
補
助
金
に
つ
い
て

は
、
今
年
度
も
含
め
た
応
募
状

況
に
つ
い
て
質
疑
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
所
管
課
よ

り
、
平
成
29
年
度
は
３
名
の
応

募
が
あ
り
、
う
ち
１
名
が
採
択

さ
れ
、
現
在
は
、
そ
の
報
告
会

に
向
け
た
調
整
が
行
わ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
今
年
度
に
つ
い
て

は
、
２
名
の
応
募
が
あ
り
、
う

ち
１
名
が
採
択
さ
れ
て
い
る
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
委
員
会
と
し
て
は
、
応
募
者

が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
事

業
に
つ
い
て
は
、
廃
止
も
含
め

て
方
針
を
改
め
る
な
ど
の
考
え

は
な
い
の
か
、
さ
ら
に
質
疑
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
所
管
課
か

ら
、
市
内
の
高
校
に
周
知
は
し

て
い
る
も
の
の
、
今
後
は
、
そ

の
方
法
も
改
善
し
、
若
者
の
夢

を
育
ん
で
い
け
る
よ
う
事
業
を

進
め
て
い
き
た
い
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　
委
員
会
と
し
て
は
、
２
点
に

つ
い
て
所
管
課
の
答
弁
を
了
と

し
、
異
議
な
く
認
定
し
ま
し
た
。

議案の内容
　９月定例会で提案された議案の中から、平成２９年度直方市一般会計歳入歳出決算

の認定及び直方市太陽光設備設置事業に関する条例の制定についてご紹介します。

◆ 平成２９年度直方市一般会計歳入歳出決算の認定

　決算は、一会計年度の歳入歳出予算の執行の結果を表示するための計算表と言われています。
　議会の決算審議は、予算とともに重要な案件であり、
① 収支計算の当否について（会計検査）
② 議会の議決にのっとって執行され、行政効果を上げたか（行政審査）
などを検討したことを確認するもので、今後の予算編成や行財政運営の改善に役立てる大きな意義
があります。市議会は行政の監視役として、今後も厳しくチェックしていきます。
　【実施した主な事業】

○ 議会ライブ中継・録画映像配信　　　　　　　　　　　　　　　　 ９９万８, ０００円
○ グローバル人材育成事業（小中学生など７名）　　　　　　　　　１１２万１, ０００円
○ 汚泥再生処理センター関連　　　　　　　　　　　　　　　　５, ８４９万１, ０００円
○ 直方中央公園整備　　　　　　　　　　　　　　　　　　１億８, ６５５万４, ０００円
○ 中学校給食関連　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ７, ０００万円
○ 給付型ハートフル奨学金（高校生１５名）　　　　　　　　 　　　　　　　３４８万円

◆ 直方市太陽光発電設備設置事業に関する条例

　国の再生可能エネルギー推進施策や環境意識の高まりにより、太陽光発電などの再生可能エネル
ギー発電施設は、全国的に設置件数が増加しており、特に大規模太陽光発電施設の設置が進んでい
ます。これに伴う大規模な森林伐採などによる災害の発生、防災への悪影響が懸念されるとともに、
事業者と周辺住民とのトラブルが発生している事例も見受けられます。
　そこで本市では、災害の防止、生活環境の保全及び発電設備の安全性の確保を図るために条例を
制定します。
　条例では、大規模発電事業を実施するにあたり、市長に対し事前協議の申し出をし、あらかじめ
協議しなければならないこと。また、工事に着手しようとする日の３０日前までに市長に対し実施
協議の申し出を行い、協議しなければならないこと。さらに、市長との事前協議後、地域住民等説
明会を開催しなければならないことなどを規定しています。



直
方
歳
時
館
条
例
、
ユ
メ
ニ
テ

ィ
の
お
が
た
条
例
、
直
方
市
立

図
書
館
条
例
、
直
方
市
美
術
館

条
例
及
び
直
方
市
石
炭
記
念
館

条
例
の
全
部
を
改
正
す
る
条
例

　
こ
れ
ら
の
条
例
は
、
教
育
委

員
会
が
所
管
す
る
文
化
施
設
の

設
置
及
び
管
理
な
ど
に
関
し
て

必
要
な
事
項
を
定
め
た
も
の
で

す
が
、
い
ず
れ
も
指
定
管
理
者

に
よ
る
管
理
を
前
提
と
し
た
条

文
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　
本
条
例
の
改
正
の
主
旨
は
、

１
点
目
と
し
て
、
公
共
施
設
の

管
理
運
営
は
市
が
行
う
と
い
う

原
則
を
踏
ま
え
つ
つ
、
必
要
な

場
合
に
施
設
の
管
理
を
指
定
管

理
者
に
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
と
す
る
こ
と
。

　
２
点
目
と
し
て
指
定
管
理
者

が
徴
収
す
る
施
設
の
利
用
に
係

る
利
用
料
金
を
市
が
歳
入
す
る

使
用
料
に
改
め
、
利
用
料
金
を

指
定
管
理
者
の
収
入
と
し
て
収

受
さ
せ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

「
使
用
料
」
を
「
利
用
料
金
」

と
読
み
替
え
る
こ
と
で
す
。

　
委
員
会
と
し
て
は
、
２
点
目

の
使
用
料
に
つ
い
て
、
施
設
に

よ
っ
て
は
高
過
ぎ
る
、
あ
る
い

は
安
過
ぎ
る
い
と
い
っ
た
利
用

者
の
声
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
根

拠
の
わ
か
り
に
く
い
使
用
料
の

設
定
を
是
正
す
る
考
え
は
な
い

の
か
質
疑
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
所
管
課
か

ら
、
使
用
料
の
見
直
し
に
つ
い

て
は
、
文
化
施
設
だ
け
先
走
る

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
受
益

者
負
担
の
原
則
の
も
と
、
公
の

施
設
を
維
持
管
理
す
る
た
め
の

人
件
費
及
び
管
理
運
営
費
な
ど

の
コ
ス
ト
を
勘
案
し
た
上
で
、

社
会
情
勢
を
見
極
め
な
が
ら
市

全
体
で
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
現
在
、
財
政
担
当

課
の
指
示
に
よ
り
使
用
料
の
コ

ス
ト
計
算
な
ど
の
調
査
を
行
っ

て
い
る
段
階
で
あ
り
、
そ
れ
を

も
と
に
今
後
の
指
示
が
出
さ
れ

る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
委
員
会
と
し
て
は
、
所
管
課

の
答
弁
を
了
と
す
る
も
の
の
、

規
則
で
定
め
た
附
属
設
備
な
ど

の
利
用
に
係
る
使
用
料
を
含

め
、
料
金
の
改
正
を
求
め
る
声

が
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
歳
入

確
保
と
い
っ
た
面
も
考
慮
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、

使
用
料
の
見
直
し
に
つ
い
て
慎

重
に
検
討
す
る
よ
う
要
望
し
ま

し
た
。

平
成
30
年
度
直
方
市
一
般
会
計

補
正
予
算

　
今
回
計
上
さ
れ
て
い
る
補
正

予
算
に
つ
い
て
は
、
主
に
、
境

口
頓
野
線
、
境
口
鴨
生
田
線
及

び
植
木
駅
前
線
に
お
け
る
橋
り

ょ
う
及
び
道
路
整
備
に
係
る
地

元
負
担
金
や
、
農
業
用
施
設
、

市
道
及
び
市
営
住
宅
な
ど
の
通

常
の
維
持
管
理
に
必
要
な
修
繕

料
の
不
足
分
へ
の
対
応
の
ほ

か
、
７
月
に
発
生
し
た
豪
雨
災

害
に
伴
う
応
急
修
繕
料
や
工
事

費
、
測
量
委
託
費
で
す
。

　
審
査
で
は
、
い
ず
れ
も
必
要

な
予
算
措
置
で
あ
る
と
の
意
見

が
多
数
を
占
め
る
中
、
県
営
事

業
に
伴
う
地
元
負
担
金
に
つ
い

て
は
納
得
し
が
た
い
と
の
意
見

も
あ
り
、
採
決
の
結
果
、
賛
成

多
数
で
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

３
のおがた議会だより

平
成
29
年
度
直
方
市
水
道
事
業

会
計
剰
余
金
の
処
分
及
び
決
算

の
認
定

　
近
年
、
水
道
管
が
破
裂
す
る

な
ど
の
事
故
が
発
生
し
て
お

り
、
管
路
な
ど
の
老
朽
化
が
懸

念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
計
画
的

な
水
道
施
設
の
更
新
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
所
管
課
か
ら
、
本
市
は
平
成

20
年
度
に
直
方
市
管
路
更
新
計

画
を
作
成
し
、
そ
れ
に
基
づ
い

て
、
平
成
27
年
度
に
直
方
市
管

路
老
朽
度
評
価
を
行
っ
て
お

り
、
県
や
下
水
道
課
、
財
政
課

な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、

優
先
順
位
を
決
め
て
管
路
更
新

計
画
の
推
進
に
努
め
る
と
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　
委
員
か
ら
は
、
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
で
あ
る
水
道
水
の
供
給
に
つ

い
て
は
、
安
全
安
心
と
い
う
点

か
ら
も
市
が
責
任
を
持
っ
て
直

営
で
実
施
す
べ
き
業
務
で
あ

り
、
ま
た
、
浄
水
場
運
転
管
理

業
務
な
ど
民
間
委
託
に
関
す
る

予
算
執
行
に
つ
い
て
は
承
認
し

が
た
い
と
の
意
見
も
あ
り
、
採

決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
原
案

ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

意 

見 

書

　
今
定
例
会
で
は
、
次
の
意
見

書
が
提
出
さ
れ
、
可
決
し
た
意

見
書
を
、
関
係
行
政
庁
等
に
送

付
し
ま
し
た
。

◎
水
道
施
設
の
戦
略
的
な
老
朽

化
対
策
を
求
め
る
意
見
書

［
送
付
先
］
内
閣
総
理
大
臣
、
厚

生
労
働
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣

◎
児
童
虐
待
防
止
対
策
の
さ
ら

な
る
強
化
を
求
め
る
意
見
書

［
送
付
先
］
内
閣
総
理
大
臣
、
厚

生
労
働
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
、

総
務
大
臣
、
国
家
公
安
委
員
長

◎
教
職
員
定
数
の
改
善
及
び
義

務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
拡
充

に
係
る
意
見
書

［
送
付
先
］
内
閣
総
理
大
臣
、
財

務
大
臣
、
総
務
大
臣
、
文
部
科

学
大
臣
、
総
務
大
臣
、
衆
議
院

議
長
、
参
議
院
議
長

◎
国
会
に
お
け
る
憲
法
論
議
の

推
進
と
国
民
的
議
論
の
喚
起
を

求
め
る
意
見
書

※
反
対
討
論
（
渡
辺
和
幸
議
員
）

※
賛
成
討
論
（
岡
松
誠
二
議
員
）

［
送
付
先
］
内
閣
総
理
大
臣
、
総

務
大
臣
、
法
務
大
臣
、
内
閣
官

房
長
官
、
衆
議
院
議
長
、
参
議

院
議
長

人
事
案
件（

敬
称
略
）

◆
直
方
市
監
査
委
員

　
　
小
　
林
　
康
　
雄

◆
人
権
擁
護
委
員

　
　
丸
　
本
　
直
　
彦


